
菅
民
主
党
政
権
の
も
と
で
、
児
童
福
祉
法

を
解
体
し
公
的
保
育
を
一
掃
す
る｢

幼
保
一
体

化｣
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
公
立
と
民
間
の
保
育
園･

幼
稚
園
に

勤
務
す
る
60
万
の
正
規･

非
正
規
労
働
者
の
首

切
り
と
総
非
正
規
化
に
直
結
し
、
公
務
員
労

働
運
動
を
壊
滅
さ
せ
る
大
攻
撃
で
す
。

下
の
学
習
院
大
教
授
の
談
話
を
見
て
く
だ

さ
い
。
「
規
制
緩
和
で
職
員
の
過
剰
配
置
の
見

直
し
や
保
育
料
の
適
正
化
が
実
現
す
れ
ば
、

１
０
０
万
人
の
非
正
規
雇
用
が
生
ま
れ
る｣
と

断
ず
る
鈴
木
教
授
は
、
記
者
か
ら
、
実
質
値

上
げ
、
雇
用
数
は
増
え
て
も
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
を
増
や
す
の
で
は
と
質
問
さ
れ
て
も
、｢

財

政
難｣

を
あ
げ｢

利
益
を
配
当
に
回
す
な
ど
、

株
式
会
社
が
参
入
し
に
く
い
規
制
を
外
し
民

間
の
経
営
力
を
生
か
す｣

と
強
弁
し
て
い
ま
す
。

「
保
育
に
欠
け
る
子｣

に
対
す
る
措
置
義
務

が
消
滅
し
、
資
本
の
論
理
が
ま
か
り
通
る
時
、

財
政
難
を
理
由
に
公
立
は
一
掃
さ
れ
、
労
働

者
の
首
切
り･

非
正
規
化
と
労
働
組
合
の
解
体
、

保
育
の
崩
壊
が
い
っ
き
に
進
む
こ
と
と
な
る

の
で
す
。
も
は
や
妥
協
も
屈
服
も
あ
り
え
な

い
。
絶
対
粉
砕
あ
る
の
み
で
す
。

幼
保
新
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
る
闘
い
は
、
決

し
て
、
幼
保
の
労
働
者
と
保
護
者
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
や
大
恐
慌
と
資
本
主
義
の
危
機
の
進

行
、
戦
後
世
界
体
制
の

崩
壊
は
、
大
失
業
と
戦

争
の
問
題
を
爆
発
さ
せ

て
い
ま
す
。
朝
鮮
に
対

す
る
侵
略
戦
争
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
も
し
労
働

組
合
が
解
体
さ
れ
闘
い

が
押
し
潰
さ
れ
る
な
ら
、

労
働
者
同
士
が
殺
し
合

い
を
さ
せ
ら
れ
る
帝
国

主
義
戦
争
の
地
獄
が
待
っ

て
い
る
の
で
す
。

労
働
者
か
ら
搾
り
取
れ
る
だ
け
搾
り
取
っ

た
上
に
首
を
切
り
、
戦
争
を
や
っ
て
ま
で
延

命
し
よ
う
と
す
る
資
本
主
義
の
た
め
に
、
労

働
者
が
犠
牲
に
さ
れ
て
た
ま
る
か
！

労
働
者
の
闘
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
の
解
体･

民
営
化
に
よ
る
正
規

･

非
正
規
２
万
８
千
人
の
解
雇･

選
別
採
用
と

５
２
５
名
の
分
限
免
職
に
対
し
て
広
島
、
沖

縄
を
先
頭
に
解
雇
撤
回
を
求
め
る
人
事
院
公

平
委
員
会
闘
争
が
拡
大
。
動
労
千
葉
は

12･

３

～
４
Ｊ
Ｒ
全
面
外
注
化
阻
止
の
ス
ト
ラ
イ
キ

に
決
起
し
、
新
た
に
３
名
が
組
合
加
入
。
さ

ら
に
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
再
建
を
口
実
と
す
る
大
量
解

雇･

合
理
化
と
ス
ト
禁
止･

労
組
破
壊
と
対
決

し
て
客
室
乗
務
員
を
中
心
と
す
る
日
航
キ
ャ

ビ
ン･

ク
ル
ー･

ユ
ニ
オ
ン
が

12･

24
～

25
ス

ト
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

幼
保
労
働
者
60
万
人
の
首
切
り･

非
正
規
化

攻
撃
と
の
闘
い
は
、
「
国
鉄
改
革

25
年
」
の
決

着
を
か
け
た
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
、
Ｊ
Ｒ

外
注
化
阻
止
の
決
戦
と
一
体
で
す
。
公
務
員

３
６
０
万
人
首
切
り
を
突
破
口
と
す
る
全
労

働
者
に
対
す
る
大
失
業
と
戦
争
の
攻
撃
を
は

ね
か
え
す
最
大
の
激
突
点
で
す
。（
裏
に
続
く)

２０１０年

12月13日

発行

＊ ビラを読んだご意見やご感想、職場に関する情報をお寄せください

社
保
庁
解
体
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
整
理
解
雇
に
続

く
大
失
業
と
戦
争
の
攻
撃
と
の
闘
い
だ

規制緩和で事故多発必至。損保の手で｢ゆ

りかごから墓場まで｣なんて冗談じゃない！

児
童
福
祉
法
解
体･

規
制
緩
和
で
公
的

保
育
は
一
掃
さ
れ
、
資
本
の
え
じ
き
に

2010.12.6 読売

2010.11.1 読売

動労千葉 外注化阻止 12･3-4 ストライキに決起！

幕張車両センター前(上)、「子育て新システムにＮＯ！｣
11 月 14 日、日比谷野音に全国から 4800 名が結集(下)



戦
争
と
大
失
業
に
対
す
る
闘
い
は
一
体
で
す
。

「
戦
争
は
こ
の
蔚
山
で
現
代
車
と
非
正
規
職
労

ウ
ル
サ
ン

ヒ
ュ
ン
デ

働
者
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
」(

11･

23
延
坪
島

ヨ
ン
ピ
ョ
ン
ド

事
件
当
日
夜
、
現
代
自
動
車
工
場
正
門
前
集
会)

韓
国
民
主
労
総･

金
属
労
組
の
現
代
自
動
車
蔚

山
工
場
の
非
正
規
職
労
働
者
は
、
下
請
け
会
社

の
偽
装
倒
産
に
よ
る
不
当
解
雇
の
撤
回･

原
職
復

帰
と
全
労
働
者
の
正
規
職
化
を
求
め
て
、
12
月

９
日
ま
で

25
日
間
に
及
ぶ
第
１
波
工
場
占
拠
ス

ト
ラ
イ
キ
闘
争
を
闘
い
ぬ
き
ま
し
た
。

動
労
千
葉
は
、
11･

６
～
７
国
際
連
帯
集
会
と

横
浜
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
闘
争
に
続
き
、
12
月
３
日
、
対

北
朝
鮮･

中
国
の
軍
事
行
動
発
動
に
等
し
い
日
米

共
同
演
習
開
始
の
そ
の
日
、
外
注
化
阻
止
の
ス

ト
に
突
入
。
同
日
夜
、
渋
谷
で
は
労
働
者･

学
生

に
よ
る
緊
急
の
反
戦
デ
モ
が
闘
わ
れ
ま
し
た
。

戦
争
と
大
失
業
の
攻
撃
を
打
ち
破
る
の
は
、

日
米
韓
・
日
朝
中
の
労
働
者
の
国
境
を
超
え
た

国
際
的
団
結
と
職
場
で
の
実
力
の
闘
い
で
す
。

29
年
大
恐
慌
を
超
え
る
世
界
大
恐
慌
は
大
失

業
を
生
み
だ
し
、
全
世
界
の
労
働
者
の
反
乱
に

火
を
つ
け
て
資
本
主
義
を
打
ち
倒
す
闘
い
へ
と

発
展
。
政
治
危
機･

経
済
危
機
の
爆
発
が
戦
争
の

情
勢
を
い
っ
き
に
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
排
外

主
義
と
愛
国
主
義
が
扇
動
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
化
と
争
闘
戦
の
激
化
、

市
場
・
資
源
・
領
土
・
勢
力
圏
を
め
ぐ
る
現
実

の
戦
争
と
首
切
り･

非
正
規
化
、
労
組
破
壊
の
攻

撃
が
全
面
化
し
て
い
る
の
で
す
。

11
・
23
延
坪
島
事
件
を
も
っ
て
、
米
政
府
は

朝
鮮
に
対
す
る
侵
略
戦
争
に
踏
み
切
り
、
韓
国

軍
と
の
共
同
演
習
を
展
開
。
菅
政
権
も
参
戦
準

備
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
も
資
本
も
破
産
し
た
新
自
由
主
義
を
振

り
回
し
、
労
働
者
の
首
を
無
慈
悲
に
切
っ
て
、

社
会
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
よ
う
と
す
る
。
戦

争
ま
で
や
る
。
こ
ん
な
連
中
に
よ
る
支
配
は
も

う
終
り
に
し
よ
う
。
労
働
者
の
団
結
の
力
で
、

幼
保
新
シ
ス
テ
ム
を
粉
砕
し
菅
政
権
を
倒
そ
う
。

侵
略
戦
争
と
労
組
破
壊
に
突
き
進
む
菅
政
権
を
倒
そ
う
！

ストライキ！ 11 月 15 日から

韓国民主労総・現代自動車蔚山非正

規支会が下請け全労働者の正規職化

と不当解雇撤回求め 25 日間工場占

拠スト（写真は 11/24 工場正門前）

反戦デモ！ 12 月 3 日、動労

千葉がストライキに突入した当日、

私たち労組交流センターや全学連は

朝鮮侵略戦争阻止、日米共同軍事演

習弾劾の緊急反戦デモに決起（渋谷）

ヨンピョンド

ウルサン ヒュンデ

大
恐
慌
が
資
本
主
義
を
追
い
つ
め
、
戦

争
と
大
失
業
の
攻
撃
が
全
面
化

動
労
千
葉
も
韓
国
・
民
主
労
総
も
ス
ト

ラ
イ
キ
で
立
ち
向
か
っ
て
い
る

11 月 23 日、北朝鮮軍と韓

国軍の間で起こった砲撃戦を

契機に、アメリカを軸とする

米日韓の３国は北朝鮮にすさ

まじい戦争の重圧と挑発をいっ

きにエスカレート。北朝鮮を

包囲する形で軍事境界線や黄

海での共同軍事演習を連日に

わたって繰り返している。(左

の図を見てほしい)

11 月 28 日から 12 月 1 日に

かけて行われた米韓合同演習

では、原子力空母ジョージ・ワシントンはじめ多数の艦船と戦闘機を

投入し、北朝鮮の首都・ピョンヤンをわずか 10 分で攻撃し、空・海を

制圧できる力を見せつけた。

さらに米軍と自衛隊は 12 月 3 日から日米合同演習を強行。｢尖閣奪

還作戦｣や弾道ミサイル迎撃訓練などに、日米両軍から兵員４万４千、

艦艇 60 隻、航空機 400 機という史上空前の大部隊を投入し、韓国軍幕

僚もオブザーバー参加。並行して 6 日から韓国軍は北朝鮮の主張する

黄海上の軍事境界線より北側で大規模な射撃訓練を強行。同時に、日

本政府の全閣僚には禁足令が出された。まさに周辺事態法の事実上の

発動、有事体制への突入そのものである。

米韓・日米の共同演習は対北朝鮮のみならず対中国の侵略戦争も想

定した実戦演習であり、それ自体が重大な戦争行為だ。1937 年 7 月 7

日の盧溝橋事件を思い起こそう。中国に対する日本帝国主義の全面的
ろこうきょう

な侵略戦争突入は、日帝軍隊による軍事演習を契機に開始されたのだ。

大恐慌の進行と戦後世界体制の崩壊は、帝国主義によるむき出しの

戦争を激化させている。労働者に国境はない。労働組合をよみがえら

せ、資本主義を

打ち倒す労働者

の国際連帯闘争

を推し進めるこ

とだけが戦争を

阻止する唯一の

道だ。

米
韓
・
日
米
共
同
演
習
の
下
で
、

沖
縄
は
戦
時
さ
な
が
ら
の
状
況

に
突
入(

嘉
手
納
基
地)

労
働
者
が
団
結
し
て
闘
え
ば
勝
て
る
！

労
働
組
合
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う


